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第１章 経営戦略策定の趣旨 
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１．策定の背景と目的 

全国では、近年における水需要は減少や水道施設の老朽化の進行により、経営環境が厳

しい状況となってきております。そのため、総務省より「公営企業の経営に当たっての留

意事項について」（平成 26 年 8 月 29 日付総務省自治財政局公営企業三課室長通知。）

において、将来にわたって安定的に事業を継続していくための、中長期的な基本計画であ

る「経営戦略」の策定が地方公共団体に要請されているところです。 

 本市では、将来にわたって安心で安定した水道サービスを継続できるよう「経営戦略」

を策定することとしました。 

２．経営戦略の内容 

経営戦略とは、水道事業を含めた各公営企業が、将来にわたって安定的に事業を継続してい

くための中長期的な経営の基本計画で、その中心となるのが「投資計画」及び「財政計画」で

す。「投資計画」は施設に関する投資の見通しを試算した計画で、「財政計画」は財源の見通し

を試算した計画です。この二つの計画を合わせて、収入と支出が均衡するよう（安定した事業

運営が行えるよう）調整する「投資・財政計画」を策定するのが経営戦略の重要な役割です。 

策定については「経営戦略策定ガイドライン（総務省）」等により留意事項や手順が示され

ており、各公営企業はそれに基づき作成された経営戦略にて計画的かつ効果的な事業運営を

行っていくことが求められています。 

 

  

  

投資・財政計画（収支計画） 

投資試算 財源試算 

※住民サービスを維持する 
ための必要な目標設定 

※投資額の合理化 
・ダウンサイジング 
・長寿命化 など 

 ※財源構成の検討 
・水道料金の見直し 
・地方債発行の見直し など 

投資以外の経費 

  

・組織、人材、定員等に関する事項 
・広域化、民間の資金・ノウハウ活用等に関する事項 
・資金管理・調達、情報公開 
・その他経営基盤強化の取組 など 

効率化・健全化の取組方針 

均衡 
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３．経営戦略の位置づけ 

 本計画は、水道事業に係る各施策等に整合するようにいたします。 

 

 

 

 

 

４．計画期間 

総務省通知「公営企業の経営に当たっての留意事項について」では、計画期間は 10年

以上を基本としています。本経営戦略の計画期間は、令和 3 年度から令和 12 年度まで

の 10 年間とします。 

なお、5年以内に見直すことを基本とするとともに、今後の水道需要や経営状況の変化

などに応じて適宜見直しを行うものとします。 

 

名護市水道事業経営戦略 

第 5 次名護市総合計画 
（名護市の全体的な計画） 

水道事業計画 

名護市水道事業ビジョン 

名護市の水道計画 

令和 3 年度（2021 年度）から令和 12 年度（2030 年度）までの 10 年間 



 

第２章 水道事業の現状 
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１．水道事業の沿革 

名護市は、旧名護町において昭和 10 年に井戸水を利用していた市街地中心部の大兼久

通り会に水道施設による給水を行ったのが始まりです。 

昭和 32 年 6 月に水道事業認可を受け、本格的水道事業を目指すこととなりました。昭

和 50 年度には沖縄県企業局から辺野古浄水場を譲渡されました。平成元年には中央浄水

場が完成し、通水を開始しました。安全・安心な水をより多くの市民に供給するために事業

をこれまで 7 回拡張してまいりました。 

また、平成 10 年 3 月に蒸発残留物低減化処理施設が完成したことで、水質の改善が図

られました。 

下水道事業会計の公営企業法適用に際し、組織機構の改革として、令和２年には水道事業

と下水道事業会計の組織再編を行い、水道事業と下水道事業双方の効率的な運営や費用面

の合理化を推進しています。 

 

名護市水道事業のあゆみ 

昭和 10 年 
名護市水道事業の始まり 熱田川を水源として、大兼久通り会 70 戸に

給水。 

昭和 25 年 10 月 
九年ダムを水源として、天田原にろ過池（30ｍ3）、配水池（60ｍ３）

を設け 400 戸に給水。 

昭和 32 年 6 月 
水道事業認可  給水人口 9,000 人 給水量 1,080ｍ３/⽇ ろ過池

118ｍ３×3 池 配水池 200ｍ３を新設。 

昭和 39 年 11 月 
第 1 回変更認可   給水人口 16,000⼈ 給水量 2,800ｍ３/⽇ ろ過

池 118ｍ３×2 池 配⽔地 350ｍ３を増設。 

昭和 45 年 8 月 
1 町 4 村の合併により名護市誕⽣。 

旧村の簡易⽔道事業を合わせて経営。（屋我地・屋部・辺野古） 

昭和 50 年 8 月 辺野古浄⽔場を県より譲渡。 

昭和 50 年 9 月 
第 2 回変更認可  給⽔⼈⼝32,600⼈ 給⽔量 12,060ｍ3/⽇ ⽻地地

区 9 簡易⽔道統合 県名護浄⽔場から受⽔。 

昭和 58 年 3 月 
第 3 回変更認可 

給⽔⼈⼝46,500⼈ 給⽔量 25,000ｍ3/⽇ 屋我地地区簡易⽔道統合。 

昭和 62 年 5 月 

第 4 回変更認可 

給⽔⼈⼝50,000⼈ 給⽔量 28,000ｍ3/⽇ 世冨慶・数久⽥・許⽥・幸

喜・喜瀬簡易⽔道統合 安和・為⼜を給⽔区域に加える。 

平成元年 3 月 中央浄⽔場しゅん⼯。 

平成 3 年 3 月 
第５回変更認可 

給⽔⼈⼝61,300⼈ 給⽔量 34,500ｍ3/⽇ 久志を給⽔区域に統合。 
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名護市水道事業のあゆみ 

平成 5 年 8 月 
第６回変更認可  給⽔⼈⼝61,700⼈ 給⽔量 40,000ｍ3/⽇ 部瀬名

岬地域・中⼭名桜⼤に給⽔をする為に給⽔区域を拡⼤。 

平成 9 年 3 月 
第６回変更認可（第１回変更） 給⽔⼈⼝61,700⼈ 給⽔量 40,000

ｍ3/⽇ 蒸発残留物低減のために浄⽔⽅法を変更。 

平成 10 年 3 月 蒸発残留物低減化処理施設竣⼯。 

平成 16 年 11 月 

第７回変更認可 給⽔⼈⼝59,900⼈ 給⽔量 35,600ｍ3/⽇ 辺野古ダ

ム⽔源の廃⽌に伴い沖縄県企業局から浄⽔受⽔を計画。また、⽻地⼤川

取⽔場の取⽔地点を変更。 

平成 22 目年 3 月 
「名護市⽔道整備計画(名護市地域⽔道ビジョン)」を策定し、本市⽔道

事業の将来像・⽬標を設定。 

平成 25 年 10 月 

第７回変更認可（第１回変更） 

給⽔⼈⼝61,200⼈ 給⽔量 34,500ｍ3/⽇ 

源河区簡易⽔道を統合。 
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２．水需要の状況 

（１）給水人口と給水戸数 

本市の給水人口及び給水戸数は年々増加しております。特に、給水戸数は他団体と同じ

ように伸び率が高いです。 

 

年度 
2015 

（H27） 

2016 

（H28） 

2017

（H29） 

2018

（H30） 

2019 

（R1） 

給水人口(人) 59,205 59,526 59,757 60,318 60,687 

給水戸数(戸) 26,605 27,154 27,642 28,259 28,883 

 

（２）有収水量 

 有収水量はすべての用途で増加傾向になっております。特に家庭用の増加が高く望ま

しい状況です。 

 

用途別水量 

単位：千 m3 

2015 

（H27） 

2016 

（H28） 

2017 

（H29） 

2018 

（H30） 

2019 

（R1） 

家庭用 4,521 4,564 4,635 4,620 4,707 

営業用 1,743 1,743 1,820 1,803 1,796 

官公署用 492 472 489 494 486 

基地用 271 264 288 327  322 

臨時用 20 20 18 26 32 

計 7,047 7,063 7,250 7,270 7,343 
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（３）有収率 

 令和元年度までの過去５年間は高い有収率を維持しております。しかし、平成 30年度

は県内市平均に比べると低くなっておりますので、今後も計画的漏水調査等の実施等に

より漏水量抑制を図る必要があります。 
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３．水道施設の状況 

（１）施設概要 

水道施設は主に、中央浄水場、辺野古浄水場の２浄水場と 11の配水池になります。 

辺野古浄水場は老朽化が顕著になっており、維持管理が難しい状況です。また辺野古配水

池や伊差川配水池などは建設から 40 年以上経過しており、老朽化や耐震性が懸念され

ます。 

  

浄水場名 辺野古浄水場 

所在地 名護市字辺野古地内 

建設事業開始年 昭和 34 年 

譲渡年 昭和 50 年 

計画浄水量 4,500ｍ3/日 

計画給水量 4,300ｍ3/日 

 

 

 

 

区分 施設名 規模 建設年度 経過年数 

配水池 

伊差川配水池 1,000ｍ3 昭和 51 年度 43 年 

仲尾次配水池 450ｍ3 昭和 51 年度 43 年 

辺野古配水池 3,800ｍ3 昭和 33 年度 61 年 

二見配水池 900ｍ3 平成 4 年度 27 年 

屋我地配水池 810ｍ3 昭和 58 年度 36 年 

旭川配水池 225ｍ3 昭和 61 年度 33 年 

天仁屋配水池 142ｍ3 昭和 59 年度 35 年 

為又 1 号配水池 4,350ｍ3 昭和 63 年度 31 年 

為又２号配水池 4,350ｍ3 平成 9 年度 22 年 

高区配水池 900ｍ3 平成 2 年度 27 年 

中山配水池 1,600ｍ3 平成 19 年度 12 年 

 

 

 

浄水場名 中央浄水場 

所在地 名護市字為又地内 

建設事業開始年 昭和 61 年 

供用開始年 平成 元年 

計画浄水量 18,500ｍ3/日 

計画給水量 13,190ｍ3/日 
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図 水道施設の位置 

 

（２）配水池の耐震化率 

名護市の配水池の耐震化率は、28.0％です。令和３年度までに耐震診断を行い耐震性

の確認を行っていきます。 
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那覇市 91.3%                 

※出典：「沖縄県の水道概要 令和元年度版（平成 30年度データ）」 

※名護市は令和元年度の数値、他団体は平成 30年度の数値 

４．水道管の状況 

（１）水道管の概要 

 水道管は、導水管・送水管・配水管の３種類あり、合計で約 513ｋｍあります。昭和に

布設した管路が本計画期間に法定耐用年数を経過することになり、水道管全体の 44％にも

なることから、計画的な更新が求められます。 

 しかし、法定耐用年数経過後に更新すると、莫大な費用を要することになることから、健

全な管路は可能な限り更新の時期を遅らせる等更新費用の低減化を図る必要があります。 

 

種類 延長 内容 

導水管 21km ・ダムや河川など水源から浄水場に水を送るための管 

送水管 33km 
・浄水場から配水池に浄水を送るための管 

・県企業局からの受水を配水池に送るための管 

配水管 459km ・配水池から各家庭などの利用者に水を送るための管 
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（２）水道管の耐震化率 

 管路の耐震化率は、16.3％で県平均の 18.5％よりも低い状況です。この耐震化率は基

幹管路を対象としており、昨今の地震等自然災害を考慮すると対策が必須な状況です。 

 

 

北谷町 91.4% 北中城村 33.5% 那覇市 28.4% 名護市 16.3% 石垣市 6.3% 

嘉手納町 88.2% 沖縄市 33.4% 宮古島市 20.6% 南城市 15.4% 恩納村 3.8% 

宜野湾市 50.2% 南部水道 32.6% 浦添市 19.5% 糸満市 10.5% 宜野座村 3.0% 

与那原町 46.9% 伊江村 32.1% うるま市 18.7% 読谷村 8.3% 金武町 2.8% 

今帰仁村 45.2% 本部町 30.6% 豊見城市 18.3% 西原町 6.9% 久米島町 0.0% 

中城村 44.2%         
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５．経営の状況 

（１）給水収益 

年間給水収益は全ての用途で増加傾向になっております。 

 

                                      （単位：千円） 

用途別料金 
2015 

（H27） 

2016 

（H28） 

2017 

（H29） 

2018 

（H30） 

2019 

（R1） 

家庭用 796,560 803,427 817,323 814,555 835,166 

営業用 546,637 546,487 571,286 564,568 563,928 

官公署用 155,844 148,735 153,180 155,359 154,240 

基地用 90,217 87,600 95,948 108,931  107,016 

臨時用 10,951 11,024 9,550 13,526 17,216 

計 1,600,209 1,597,273 1,647,287 1,656,939 1,677,566 
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（２）料金 

 本市の水道料金は 2 か月ごとの請求となっております。料金体系は、基本料金と使用

水量増により料金増になる逓増制従量料金で構成された二部料金制を採用しております。 

名護市水道料金（１ヶ月料金表） 

種別 用途 

基本料金（１ヶ月につき） 超過料金（1 立方メートルにつき） 

水量 
料金 水量 料金 

（税抜） （単位は立法メートル） （税抜） 

専用給水装置 

家庭用 6 立方メートルまで 830 円 

12 を超え 20 まで 100 円 

20 を超え 60 まで 186 円 

60 を超えるもの 212 円 

営業用 10 立方メートルまで 1,900 円 

20 を超え 100 まで 240 円 

100 を超え 200 まで 270 円 

200 を超え 600 まで 280 円 

600 を超え 2,000 まで 305 円 

2,000 を超えるもの 330 円 

官公署用 10 立方メートルまで 2,000 円 

20 を超え 200 まで 255 円 

200 を超え 600 まで 275 円 

600 を超え 1,200 まで 295 円 

1,200 を超え 4,000 まで 315 円 

4,000 を超えるもの 335 円 

臨時給水装置 臨時用 1 立方メートルにつき 500 円 

私設消火栓 消防用 1 個 1 回 3 分につき 500 円 

 

本市の家庭用水道料金（1 カ月料金 20ｍ３使用の場合）は 3,399円となっております。

全国平均 3,223円（平成 30 年度1）や県内市平均 3,361 円より若干高いですが平均に近

いと言えます。 

 

※各市ホームページ料金表より（令和 2 年 10 月時点） 

                                                      
1 総務省：平成 30 年度水道事業経営指標より 
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（３）企業債 

令和元年度の企業債残高は約 20 億円です。毎年 2 億～3 億円を償還しており、着実

に減少しております。ただし、今後は浄水場の設備や管路の更新のために企業債を発行す

ることで残高が増加することが予測されます。 

 

                           単位：億円 

年度 
2015 

（H27） 
2016 

（H28） 
2017 

（H29） 
2018 

（H30） 
2019 
（R1） 

企業債残高 28.97 28.33 26.11 23.07 20.48 

企業債発行額 0.66 3.00 0.99 0 0 

企業債償還額 3.42 3.64 3.21 3.04 2.59 

 

（４）資金残高 

 5 年間で 6 億円ほど増加し令和元年度は 16.3 億円です。増加しているので経営上は

良好そうに見えますが、水道施設や水道管の大規模更新を考えると楽観できない状況で

す。また、令和元年度は国庫補助事業の執行が少なく、例年に比べ建設改良費の歳出が減

少したことが増加の要因になっております。 

 
単位：億円 

年度 
2015 

（H27） 
2016 

（H28） 
2017 

（H29） 
2018 

（H30） 
2019 
（R1） 

資金残高 8.7 11.7 11.3 11.8 16.3 
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（５）経営比較分析表（他団体と比較するため平成 30 年度までの掲載となっています） 

①経常収支比率 

計算式 経常収益÷経常費用×100 【良い方向：高い】 

意味 給水収益や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払

利息等の費用をどの程度賄えているかを表す指標。 

名 護 市

の評価 

平成 27年度から１００％を常に超えており、県内市平均や類似

平均よりも高く良好な状況である。 

 

単位：％ 
2014 

（H26） 
2015 

（H27） 
2016 

（H28） 
2017 

（H29） 
2018 

（H30） 

名護市 123.97 126.36 118.67 124.45 121.89 

県内市平均 113.75 114.33 112.43 114.17 112.93 

類似平均 111.96 112.69 113.16 112.15 111.44 

 

②流動比率 

計算式 流動資産÷流動負債×100 【良い方向：高い】 

意味 短期的な債務に対する支払能力を表す指標。100％以上あるこ

とが必要である。 

名 護 市

の評価 

200％以上あり良好である。ただし、県内市平均比べ低く、今後

の施設更新に伴う企業債発行により低下する可能性があるので

注視が必要である。 

 

単位：％ 
2014 

（H26） 
2015 

（H27） 
2016 

（H28） 
2017 

（H29） 
2018 

（H30） 

名護市 258.81 244.61 294.61 269.99 341.59 

県内市平均 576.11 630.76 591.05 594.90 587.03 

類似平均 335.95 346.59 357.82 355.50 349.83 
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③企業債残高対給水収益比率 

計算式 企業債残高÷給水収益×100 【良い方向：低い】 

意味 給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を

表す。 

名 護 市

の評価 

類似平均より低く、年々減少しているため良好である。ただし今

後の施設更新時の企業債を発行し上昇することも考えられる。 

 

単位：％ 
2014 

（H26） 
2015 

（H27） 
2016 

（H28） 
2017 

（H29） 
2018 

（H30） 

名護市 214.77 194.63 190.71 170.37 149.57 

県内市平均 150.84 137.15 128.09 116.32 108.39 

類似平均 319.82 312.03 307.46 312.58 314.87 

 

④給水原価 

計算式 【経常費用－（受託工事費+材料及び不用品売却原価+附帯事業

費）－長期前受金戻入】÷年間総有収水量 【良い方向：低い】 

意味 有収水量１ｍ3当たりどれだけの費用がかかっているかを表す指標。 

名 護 市

の評価 

各年度で類似平均よりも高く、県内市平均よりも低い状況であ

る。経費削減の取り組みを今後も検討する必要がある。 

 

単位：円 
2014 

（H26） 
2015 

（H27） 
2016 

（H28） 
2017 

（H29） 
2018 

（H30） 

名護市 169.75 170.56 176.85 169.05 173.90 

県内市平均 178.81 176.87 178.41 176.82 179.01 

類似平均 162.59 162.15 162.24 165.47 167.46 
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⑤施設利用率 

計算式 一日平均配水量÷一日配水能力×100 【良い方向：高い】 

意味 一日配水能力に対する一日平均配水量の割合で、施設の利用状況

や適正規模を判断する指標。【高いほど良い】 

名 護 市

の評価 

平成 30年度は減少したが、概ね増加傾向である。類似平均より

も高く、県内市平均より低い状態である。 

 

単位：％ 
2014 

（H26） 
2015 

（H27） 
2016 

（H28） 
2017 

（H29） 
2018 

（H30） 

名護市 60.95 61.01 61.49 63.64 62.84 

県内市平均 72.03 72.57 73.07 75.17 74.70 

類似平均 59.17 59.34 59.11 59.74 59.46 

 

⑥有形固定資産減価償却率 

計算式 有形固定資産減価償却累計額÷有形固定資産のうち償却対象資

産の帳簿原価×100 【良い方向：低い】 

意味 有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んで

いるかを表す指標。資産の老朽化度合が分かる。 

名 護 市

の評価 

徐々に上昇しており、類似平均や県内市平均よりも高い状況であ

る。今後、施設の更新が多い可能性があり注視しなければならな

い。 

 

単位：％ 
2014 

（H26） 
2015 

（H27） 
2016 

（H28） 
2017 

（H29） 
2018 

（H30） 

名護市 55.25 55.43 56.86 55.96 57.29 

県内市平均 46.96 47.98 49.31 50.29 51.31 

類似平均 45.25 46.27 46.88 46.94 47.62 
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⑦管路経年化率 

計算式 法定耐用年数を経過した管路延長÷管路延長×100 

【良い方向：低い】 

意味 法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指標。 

管路の老朽化度合を示している。 

名 護 市

の評価 

平成 28年度に大きく上昇しており、昭和 50年前後に布設した

管路が耐用年数を迎えています。今後も上昇が見込まれ、管路更

新の対策が必要である。 

 

単位：％ 
2014 

（H26） 
2015 

（H27） 
2016 

（H28） 
2017 

（H29） 
2018 

（H30） 

名護市 5.38 8.04 20.31 21.37 22.02 

県内市平均 1.79 2.43 4.30 5.21 6.30 

類似平均 10.71 10.93 13.39 14.48 16.27 

 

⑧管路更新率 

計算式 当該年度に更新した管路延長÷管路延長×100 

【良い方向：高い】 

意味 当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標。 

管路の更新ペースや状況を把握できる。 

名 護 市

の評価 

常に類似平均や県内市平均よりも低く、上記管路経年化率も考慮

した管路更新率を上げる取り組みが必要である。 

 

単位：％ 
2014 

（H26） 
2015 

（H27） 
2016 

（H28） 
2017 

（H29） 
2018 

（H30） 

名護市 0.24 0.23 0.21 0.61 0.27 

県内市平均 0.48 0.29 0.47 0.85 0.51 

類似平均 0.72 0.71 0.71 0.75 0.63 
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６．組織の状況 

（１）組織体制 

 令和 2 年度の機構改革により名護市水道部から名護市環境水道部へと名称変更を行いま

した。 

 

（２）職員構成 

 水道業務の勤続年数別及び年齢別の職員の状況は、平均年齢が高い状況です。また、水道

事業の平均勤続年数が低い状況でもある。 

 

※令和 2 年 4 月 1 日時点（再任用職員を含む） 

【上下水道部局】

【市長部局】

経営課長

環境水道部長

計画係 2名

6名建設係

総務係 2名

4名経理係

料金係 2名

施設課長

工務課長

環境対策課

管理係 3名

浄水場係 5名

2名処理場係

勤続年数別 年齢別

職種 職種

年数 年数

1 1 2 1 1 2

4 4 8 0 0 0

2 4 6 0 0 0

0 0 0 1 2 3

1 1 2 1 2 3

0 0 0 2 2 4

0 0 0 0 1 1

0 1 1 3 3 6

0 0 0 8 11 19

8 11 19 45.9歳 45.4歳 45.6歳

3.3年 5.2年 4.4年

技術系
（人）

合計
（人）

事務系
（人）

技術系
（人）

合計
（人）

25歳未満

15年以上18年未満

18年以上20年未満

20年以上

合計

55歳以上

合計

平均

25歳以上30歳未満

30歳以上35歳未満

35歳以上40歳未満

40歳以上45歳未満

45歳以上50歳未満

50歳以上55歳未満

平均

事務系
（人）

1年未満

1年以上3年未満

3年以上6年未満

6年以上9年未満

9年以上12年未満

12年以上15年未満
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（3）人材育成 

本事業は、他事業体に比べ平均勤続年数が低く、内外部の研修への積極的な参加を通して

の技術研鑽に取り組む必要があります。 

 本事業では、以下の取り組みを行っております。 

 

・水道技術管理者資格取得講習の講師を行うことで、自己の技術能力の見直しと能力

向上を図っている。 

・日本水道協会主催や資格取得講座及び各事業体間等の研修会の参加による技術力向

上に努めている。 

・公営企業会計支援業務委託内で企業会計等の研修会を開催している。 

 今後も引き続き積極的に取り組み、技術力向上に努めます。 

 

（４）災害等への対応体制 

 本事業は、災害時に水給水を早期に復旧できるようにするために、出来るだけ早い時期に

業務継続計画を策定し、災害時は業務継続計画に沿って行動できる体制強化に努めながら、

定期的に各種訓練を実施する必要があります。 

 

７．効率化と健全化の状況 

（1）経営の効率化と健全化に向けた取り組み 

①民間活力等の活用 

 本事業は、経営効率化等を目的に業務の外部委託を平成 11年度以降実施しており、職員

数の削減を可能にしました。外部委託は大きく 2契約あります。 

業務名 主な内容 

名護市浄水場施設

全般運転管理業務

委託 

（1）運転管理業務 

・中央浄水場及び辺野古浄水場の運転管理業務 

・水源及び取水施設の運転管理 

・導水施設の運転管理、送水施設の運転管理 

・配水施設の運転管理、受水施設の運転管理 

・停電時の対応 

（2）検針業務 

・毎日検針 

（3）保守点検業務 

・管理対象施設における設備の日常巡回点検、月点検の実施 

（4）維持管理業務 
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業務名 主な内容 

  ・管理対象施設の維持管理 

（5）水質管理業務 

・各水源の水質や取水量等に対する対応 

・毎日水質検査 

・管理上必要な水質検査 

名護市上下水道料

金徴収及び管路施

設維持管理等業務 

（1）料金徴収 

・受付等事務、検針事務、更生等事務、収納業務、精算業務 

・督促に関する業務、料金未納及び滞納整理事務 

・給水停止執行事務、料金還付に関する事務、休日及び年末

休日当番事務 

・量水器検針満期に付随する事務、その他徴収事務に必要な

事務 

（2）上水道管路維持管理業務 

・管路施設の漏水修理や出水不良等の通報受付及び調査 

・管路施設の点検、清掃、漏水調査業務 

・管路施設及び付属する装置の補修工事等の施工管理 

・他企業工事の名護市水道施設に係る立会業務 

・給水申し込みに関する受付及び書類審査 

・給水工事の検査、給水工事に関する現地調査 

・管路台帳の管理に関する業務、管路の更新計画に関する業

務 

（3）排水設備業務※下水道事業に関する契約 

 

②施設の統廃合 

 本事業の辺野古浄水場は昭和 34 年に在留米軍が建設した施設で、60年以上経過し老朽

化が進んでおり、浄水能力も低下しております。将来的には水需要を単独で賄えないうえに、

水質への対応を考慮した結果、令和 6 年度以降に廃止します。廃止後の給水は、建設予定

の久辺配水池にて沖縄県企業局から受水し、配水する計画です。 

 

③広域化・共同化 

 水道事業の広域連携等について検討を行う目的として、平成 29 年（2017 年）4 月か

ら沖縄県水道事業広域連携検討会が設置され、本事業も参加しております。 
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④国際協力 

 海外との技術交流等の一環として、職員の海外派遣や海外研修生の受け入れ等に取り組

んでおります。 

職員の海外派遣 JICA の技術プロジェクトにおいてサモア独立国に職員を

派遣。 

・平成 28～30年度 チーフアドバイザーの派遣 

・平成 29～令和元年 短期専門家の派遣 

海外研修生の受け入れ 大洋州、島嶼国の安全で安心な水資源管理及び効率的か

る衛生的な水道事業運営を目的とした海外研修生の受け

入れ 

 

 



 

第３章 水道事業の将来見通しと課題 

23 
 

１．水需要の見通し 

（1）将来人口及び給水人口の展望 

 本市の将来人口については、平成 28 年 3 月に策定した「名護市まち・ひと・しごと創

生人口ビジョン総合戦略」において、令和 42 年（2060 年）まで推計しております。推

計は、本市独自の推計（人口の将来展望）と国立社会保障人口問題研究所（以下「社人研」）

の 2 つがあり、社人研推計は、令和 2年度（2020 年）以降減少していく予測となってお

ります。一方、本市独自の推計は、人口減少問題への施策を実施した場合の推計であり、令

和 22 年度まで増加し、その後減少していく予測です。 

 

本計画では、名護市水道事業再評価書（平成３０年度）の需要予測の数値をもとに算定し、

採用しております。 

 

 

  
2020 

(R2) 

2021 

(R3) 

2022 

(R4) 

2023 

(R5) 

2024 

(R6) 

2025 

(R7) 

2026 

(R8) 

2027 

(R9) 

2028 

(R10) 

2029 

(R11) 

2030 

(R12) 

給水人口(人) 61,015 61,371 61,726 62,083 62,441 62,736 63,029 63,323 63,361 63,400 63,438 

60,231 
60,726 60,895 60,727 
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図－人口の将来展望

社人研推計 人口ビジョン総合戦略 本計画推計
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（2）有収水量の予測 

 上記.（1）給水人口予測等を考慮した結果、有収水量は微増の傾向です。給水人口は増加

しますが、節水機器の普及や節水意識の向上により、一人当たりの使用水量が減少している

ためです。 

 

  
2020 

(R2) 

2021 

(R3) 

2022 

(R4) 

2023 

(R5) 

2024 

(R6) 

2025 

(R7) 

2026 

(R8) 

2027 

(R9) 

2028 

(R10) 

2029 

(R11) 

2030 

(R12) 

有収水量 
（千ｍ3） 7,308 7,307 7,324 7,340 7,339 7,336 7,364 7,383 7,385 7,385 7,388 

 

２．新規事業の見通し 

（１）辺野古浄水場廃止に伴う整備 

 令和 6 年度以降に廃止する辺野古浄水場の代替施設として久辺配水池の建設と久辺地

区の配水管布設工事を予定しております。なお、久辺地区配水管布設状況は令和元年度末

時点で約 55％（事業費ベース）となっております。 

（２）道路改良等に伴う管路整備 

道路改良等により、管路の布設替え等を行う必要がある部分の整備を予定しておりま

す。 
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３．更新事業の見通し 

（１）老朽管の更新 

本市の管路は昭和 40 年代後半から整備が始まっており、法定耐用年数である 40 年

を経過している管路が多数あり、更新の必要性が高まっております。優先順位を付けた上

で、水供給に影響が出ない計画的な更新を行う予定です。 

 

 

（２）中央浄水場の電気・機械設備更新 

 平成元年度より供用開始した中央浄水場の電気・機械設備は、維持管理に努め長期間使

用してきましたが、法定耐用年数は既に経過しており重要な設備であるため更新を行う

予定です。 

  

 

（３）各施設の電気・機械設備更新 

 中央浄水場以外の施設についても計装・電気・機械設備は法定耐用年数を既に経過して

いるものが多く、優先順位を付けた上で順次更新を行う予定です。 
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４．災害対策の見通し 

（１）中央浄水場内の耐震補強 

 平成 29 年度に中央浄水場の更新・耐震化計画を策定しました。その結果、耐震補強が

必要な箇所があったため、令和 2年度から順次耐震補強工事を行い、令和 5 年度に完了

する予定です。 

 

（２）重要管路の耐震化 

 平成 28 年度に市内管路の更新・耐震化計画を策定しました。総合物理評価と重要度評

価をもとにした更新優先順位グループ分けをしました。さらに、最重要管路や津波被害が

大きい管路は優先的に更新することとし、順次計画に沿った更新を行う予定です。 

 

（３）配水池の耐震化 

 平成 30 年度に配水池の更新・耐震化計画を策定しました。その結果、伊差川配水池

（昭和 51 年築）は耐震補強の必要があったため、令和 5 年度以降に耐震補強工事を行

う予定です。 

 

（４）配水本管の二重化 

 為又系は本市給水量の約6割を占める系統であり、地震等により管路が破損した場合、

給水に大きな影響が生じる。そのため、災害時のリスク対策として供給ルートを二重化で

対応することを検討しております。 

 

（５）応急給水拠点の整備（緊急遮断弁の設置、給水パックの保有等） 

 大規模な地震の発生により管路が破損した場合、配水池に貯留している水道水が流出

してしまう恐れがあります。その為、一定規模の地震が発生した場合に配水池から水道水

の流出を遮断し応急給水用の水を確保する必要がある。既存配水池に緊急遮断弁を設置

し、応急給水設備の整備、給水パック等を保有し、各配水池を応急給水拠点として整備し

ます。 

５．効率化と健全化の見通し 

（１）水源保全 

水源の環境並びに水質及び取水量の監視を継続し、水源の安全かつ安定的確保に努め

ている。 

（２）浄水水質の管理継続 

 安全な水を供給するため、引き続き水質検査体制を継続します。 

（３）貯水槽水道の衛生管理強化 

 貯水槽管理者への指導強化等により衛生管理を徹底します。 
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（４）老朽化した施設の統合 

伊差川配水池の更新時に、仲尾次配水池との統合を検討します。 

（５）委託方式の見直し 

 既存委託業務の更なるコストダウンに向けて、発注方式の検討を行います。 

（６）管路情報の精度向上 

 有収率の向上、維持のため、配水ブロック化を目標に管路情報の精度向上を進めます。

また、配水量の分析等により漏水多発地点を特定し、効率的な漏水調査を実施することに

より漏水箇所の早期発見、早期修繕を行い有収率の向上に努めます。 

（7）アセットマネジメントの継続 

 今後の更新事業を踏まえ、アセットマネジメントを継続的に取り組みます。 

（８）適正な料金水準の検討 

 計画における施設整備実施による財政シミュレーション結果や、今後の水需要の動向、

委託費、組織の変更等、社会経済状況の変化等に合わせて財政シミュレーションを実施し、

安定経営の持続に向けて適正な水道料金水準の見直しを行います。 

 

 

 

６．今後の課題 

 今後の課題は以下になります。 

 

１．辺野古浄水場の老朽化と水供給能力の低下 

２．水道施設及び水道管の老朽化及び耐震化率の低さ 

３．職員の職務能力維持（技術及び企業会計知識の継承） 



 

第４章 経営方針 
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１．経営方針と施策 

（１）経営方針 

 

 

基本方針 

1.安全・・・いつでも安全な水、快適な水を供給します。 

2.強靭・・・災害時を含め必要な時に必要な量を安定供給します。 

3.持続・・・将来も変わらず安定した事業を運営します。 

 

 

（2）施策 

1.安全 
①辺野古浄水場廃止に伴う施設整備 

②水質の管理 

2.強靭 

①老朽化施設の更新 

②主要施設の耐震化 

③水源の維持と保全 

3.持続 

①有収率の維持・向上 

②経営の健全化 

③浄水汚泥の有効利用の検討 

④職員の海外派遣、海外研修生受入の継続 

 

 



 

第５章 投資・財政計画 
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１．投資計画 ※投資計画は策定時点の予定になります 

（１）新規施設 

① 辺野古浄水場廃止に伴う整備 

 辺野古浄水場の廃止に伴い、配水池と

配水管を令和５年度までに整備します。 

② 道路改良等に伴う管路整備 

 道路改良等により、管路の布設替え等

を行う必要がある部分の整備を予定して

おります 

 

 

 

【年間事業費】 

年度 金額 

2021 年（R3） 428,017 千円 

2022 年（R4） 440,956 千円 

2023 年（R5） 569,967 千円 

2024 年（R6） 0 千円 

2025 年（R7） 0 千円 

2026 年（R8） 0 千円 

2027 年（R9） 0 千円 

2028 年（R10） 0 千円 

2029 年（R11） 0 千円 

2030 年（R12） 0 千円 

計 1,438,940 千円 

 

（２）既存施設 

① 老朽管の更新及び耐震化 

 老朽管を重要管路から優先的に更新及

び耐震化を行います。 

② 中央浄水場の更新及び耐震化 

 浄水場内の耐震補強及び電気・機械設

備の更新を令和６年度までに行います。 

③ 配水池の耐震化 

 伊差川配水池の耐震補強を令和 12 年

度までに行います。 

④ 浄水場以外の水道施設の設備更新 

 配水池や中継ポンプ場の設備更新を行

います。 

 

 

【年間事業費】 

年度 金額 

2021 年（R3） 115,172 千円 

2022 年（R4） 538,601 千円 

2023 年（R5） 519,859 千円 

2024 年（R6） 881,519 千円 

2025 年（R7） 576,030 千円 

2026 年（R8） 601,591 千円 

2027 年（R9） 390,365 千円 

2028 年（R10） 387,703 千円 

2029 年（R11） 521,105 千円 

2030 年（R12） 630,165 千円 

計 5,162,110 千円 
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（３）投資の目標 

 水道施設及び水道管の老朽化が進んでいる本事業は、安全で安心な水の供給をするため

に、計画的な更新を行っていきます。あわせて地震等の自然災害に対応できるように耐震適

合率を上げるように下記を目標としました。 

 

目標指標 
実績値 

2019（R1） 

目標値 

2030（R12） 

基幹管路耐震適合率 16.30％ 26.09％ 

管路経年化率※ 21.97％ 40.55％ 

配水池耐震化率 28.00％ 100.00％ 

有収率 92.43％ 94.41％ 

※管路経年化率は更新しない場合 50.45％になります 

２．財政計画 

（１）給水収益 

 計画期間内の給水収益は、「第 3 章 将来見通しと課題 1.水需要の見通し」の給水人口と

有収水量の結果、令和 6～7 年で減少しますが、全体としては増加しております。 

 

単位：千円 

年度 2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

2024 

（R6） 

2025 

（R7） 

給水収益 1,660,896 1,662,650 1,665,535 1,663,239 1,661,625 

年度 2026 

（R8） 

2027 

（R9） 

2028 

（R10） 

2029 

（R11） 

2030 

（R12） 

給水収益 1,666,444 1,670,946 1,670,300 1,670,172 1,670,686 

 

 

1,600,000

1,610,000

1,620,000

1,630,000

1,640,000

1,650,000

1,660,000

1,670,000

1,680,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

年
間
給
水
収
益
（
千
円
）

用
途
別
給
水
収
益
（
千
円
）

生活用 業務・営業用 官公署用 基地用 臨時用 計



31 

 

 

（２）補助金 

 水道施設や水道管を整備するうえで、国からの補助金を活用していきます。補助金は国に

申請し、認可を得た事業費の 50％になります。（厚生労働省補助の場合） 

 

 

単位：千円 

年度 2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

2024 

（R6） 

2025 

（R7） 

補助金 227,995 504,807 548,914 384,153 187,408 

年度 2026 

（R8） 

2027 

（R9） 

2028 

（R10） 

2029 

（R11） 

2030 

（R12） 

補助金 200,189 94,730 93,399 160,100 214,630 

 

（３）企業債 

 水道施設及び水道管は、長期間使用するものであるため、投資費用を補助金と給水収益

で賄うだけでなく、資金繰り及び施設を使用する各世代が負担する考えのもと将来世代へ

の負担が過大にならない範囲で企業債を発行します。 

 

（４）財源の目標 

  

目標指標 
実績値 

2019（R1） 

目標値 

2030（R12） 

経常収支比率 127.48％ 119.14％ 

企業債残高対給水収益比率 131.93％ 28.73％ 
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３．シミュレーションの前提条件 

収益的収支と資本的収支に区分し、以下の条件で投資財政計画を作成しました。 

収
益
的
収
支 

収
益
的
収
入 

営業収益 料金収入 第５章投資・財政計画の 2.財政計画にて算定しております。 

  受託工事収益 特になし。 

  その他 令和 2 年度予算額を基準として試算しております。 

営業外収益 他会計補助金 特になし。 

  その他補助金 特になし。 

  長期前受金戻入 既存施設及び計画期間内投資の財源となった補助金等の収益化額 

  その他 令和 2 年度予算額を基準として試算しております。 

収
益
的
支
出 

営業費用 職員給与費 令和 2 年度予算額を基準として試算しております。 

  動力費 水道需要の増減に応じて推移しております。 

  修繕費 令和 2 年度予算額を基準として試算しております。 

  材料費 令和 2 年度予算額を基準として試算しております。 

  その他 令和 2 年度予算額または過去の決算数値をもとに試算しております。 

  減価償却費 既存施設及び計画期間内投資の減価償却費を計上しております。 

営業外費用 支払利息 既存及び計画期間内の企業債発行分の利息を計上しております。 

  その他 令和 2 年度予算額を基準として試算しております。 

特別利益 令和 2 年度予算額を基準として試算しております。 

特別損失 令和 2 年度予算額を基準として試算しております。 

資
本
的
収
支 

資
本
的
収
入 

企業債 第５章投資・財政計画の 2.財政計画にて算定しております。 

他会計負担金 令和 2 年度予算額を基準としております。 

国（都道府県）補助金 第５章投資・財政計画の 2.財政計画にて算定しております。 

固定資産売却代金 特になし。 

工事負担金 特になし。 

その他 特になし。 

    

資
本
的
支
出 

建設改良費 第５章投資・財政計画の１．投資計画にて算定しております。 

  うち職員給与費 令和 2 年度予算額を基準として試算しております。 

企業債償還金 既存及び計画期間内の企業債発行分の元金償還額を計上しております。 

他会計長期借入返還金 特になし。 

他会計への支出金 特になし。 

その他 特になし。 
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４．投資財政シミュレーション結果 

  

（１）収益的収入及び支出と当年度純利益 

 令和 6 年度に当年度純利益が下がりますが、その他の年度では 2 億円以上確保してお

り、水道施設の更新への財源確保を行っております。 

 

年度 R3 R4 R5 R6 R7 

収益的収入 1,805,253 1,815,073 1,811,711 1,832,303 1,821,109 

収益的支出 1,551,145 1,562,339 1,552,021 1,781,537 1,560,922 

当年度純利益 254,108 252,735 259,690 50,767 260,187 

年度 R8 R9 R10 R11 R12 

収益的収入 1,808,680 1,805,604 1,798,997 1,798,110 1,802,369 

収益的支出 1,528,122 1,514,797 1,503,357 1,502,948 1,512,847 

当年度純利益 280,558 290,807 295,640 295,162 289,522 

※当年度純利益＝収益的収入－収益的支出 

 

（２）資本的収入及び支出と資金残高 

 令和 4 年度から令和 6年度の 3 年間に水道施設整備が多く、資金残高が減少します

が、その後増加していき令和 12年度には約 17億円の資金残高になります。 

 
年度 R3 R4 R5 R6 R7 

資本的収入 232,637 509,449 553,556 388,795 192,050 

資本的支出 850,895 1,251,100 1,327,389 1,103,292 746,452 

資金残高 1,690,404 1,534,343 1,359,212 1,043,366 1,078,681 

年度 R8 R9 R10 R11 R12 

資本的収入 204,831 99,372 98,041 164,742 219,272 

資本的支出 762,691 516,483 526,202 628,747 755,102 

資金残高 1,118,661 1,294,233 1,462,341 1,601,279 1,677,096 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

当
年
度
純
利
益

単
位
：
千
円

収
益
的
収
入
・
収
益
的
支
出

単
位
：
千
円

収益的収入 収益的支出 当年度純利益

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

0

500,000

1,000,000

1,500,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

資
金
残
高

単
位
：
千
円

資
本
的
収
入
・
資
本
的
支
出

単
位
：
千
円

資本的収入 資本的支出 資金残高
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（３）目標指標 

  

①管路経年化率 

  管路経年化率は年々増加し、令和 12年度には 40.55％になります。 

 
 

②有収率 

 有収率は徐々に増加し、令和 12 年度には 94.41％になります。 

 

③経常収支比率 

 経常収支比率は、計画期間中は 100％以上で推移しております。令和 6年度の一時的低

下は、辺野古浄水場の解体工事で経費が増加するためです。 

 

23.80 24.85 
27.84 

31.42 32.16 34.77 35.58 36.00 37.25 
40.55 

0.00
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40.00
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）
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91.00

92.00

93.00

94.00

95.00

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

単
位
：
（
％
）
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④企業債残高対給水収益比率 

 企業債残高対給水収益比率は年々減少していき、令和 12 年度は 28.73％になります。 

 

（４）まとめ 

資金残高の使途について 

 資金残高は令和 12 年度に約 17 億円になり、本計画期間中の資金収支は大きく増減し

ませんでした。この資金は、今後の施設整備のために保有しております。 

 今後の施設整備の内訳は主に水道管の更新、中央浄水場の更新、水道庁舎の建設、災害対

策等になります。 

1. 水道管の更新は、法定耐用年数を経過している管路が多くなっており、計画期間以降も

更なる投資が予測されます。 

2. 中央浄水場は、平成元年の供用開始から令和 12年度時点で 41 年経過しております。

計画期間中に設備更新等を行っていきますが、計画期間以降に大きな改築工事が予測

されます。 

3. 水道庁舎の建設を検討しており、建設資金を積み立てる必要があります。 

4. 突発的な大規模修繕や災害対策等緊急時の対応に備える必要があります。 

 

本計画期間中の料金改定を行う必要はありませんが、水需要の動向、社会経済状況の変化

等に合わせて財政シミュレーションを実施し、安定経営の持続に向けて適正な水道料金水

準の見直しを今後も継続して行います。 
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５．投資財政計画 

 

年　　　　　　度 当年度

区　　　　　　分 （ 見 込 ）

１． (A) 1,561,471 1,560,498 1,562,092

(1) 1,520,809 1,519,836 1,521,430

(2) (B) 0 0 0

(3) 40,662 40,662 40,662

２． 241,409 244,755 252,981

(1) 0 0 0

0 0 0

0 0 0

(2) 239,333 242,679 250,905

(3) 2,076 2,076 2,076

(C) 1,802,880 1,805,253 1,815,073

１． 1,508,353 1,517,435 1,535,012

(1) 162,681 162,681 162,681

85,412 85,412 85,412

0 0 0

77,269 77,269 77,269

(2) 833,574 837,050 855,088

73,313 73,150 73,157

94,351 94,351 94,351

16,194 16,194 16,194

649,716 653,355 671,386

(3) 512,098 517,704 517,243

２． 40,558 33,710 27,327

(1) 40,458 33,610 27,227

(2) 100 100 100

(D) 1,548,911 1,551,145 1,562,339

(E) 253,969 254,108 252,735

(F) 0 0 0

(G) 0 0 0

(H) 0 0 0

253,969 254,108 252,735

(I) 437,214 368,322 318,057

(J) 2,031,438 1,976,705 1,820,644

273,599 273,599 273,599

(K) 402,928 370,854 341,717

253,551 221,477 192,340

130,415 130,415 130,415

( I )

(A)-(B)

(L)

(M) 1,561,471 1,560,498 1,562,092

(N)

(O)

(P) 1,561,471 1,560,498 1,562,092

営 業 外 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

2021年

(R3)

営 業 収 益

2022年

(R4)

補 助 金

他 会 計 補 助 金

そ の 他 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計

そ の 他

そ の 他

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

収

益

的

支

出

営 業 費 用

職 員 給 与 費

基 本 給

退 職 給 付 費

そ の 他

経 費

動 力 費

修 繕 費

支 払 利 息

流 動 負 債

支 出 計

経 常 損 益 (C)-(D)

特 別 利 益

特 別 損 失

特 別 損 益 (F)-(G)

収

益

的

収

支

当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)

繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金

流 動 資 産

う ち 未 収 金

収

益

的

収

入

材 料 費

う ち 建 設 改 良 費 分

う ち 一 時 借 入 金

う ち 未 払 金

累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ）

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る

解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た

事 業 の 規 模

健 全 化 法 第 22 条 に よ り 算 定 し た

資 金 不 足 比 率
(（N）/（P）×100)

地 方 財 政 法 施 行 令 第 15 条 第 １ 項 に よ り 算 定 し た

資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)

地 方 財 政 法 に よ る

資 金 不 足 の 比 率
(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た

資 金 の 不 足 額
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（単位：千円，％，税抜き）

1,564,742 1,562,628 1,561,160 1,565,542 1,569,661 1,569,047 1,568,930 1,569,397

1,524,080 1,521,966 1,520,498 1,524,880 1,528,999 1,528,385 1,528,268 1,528,735

0 0 0 0 0 0 0 0

40,662 40,662 40,662 40,662 40,662 40,662 40,662 40,662

246,969 269,675 259,949 243,138 235,943 229,950 229,180 232,972

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

244,893 267,599 257,873 241,062 233,867 227,874 227,104 230,896

2,076 2,076 2,076 2,076 2,076 2,076 2,076 2,076

1,811,711 1,832,303 1,821,109 1,808,680 1,805,604 1,798,997 1,798,110 1,802,369

1,529,648 1,763,046 1,545,396 1,514,830 1,503,236 1,493,256 1,494,097 1,505,064

162,681 162,681 162,681 162,681 162,681 162,681 162,681 162,681

85,412 85,412 85,412 85,412 85,412 85,412 85,412 85,412

0 0 0 0 0 0 0 0

77,269 77,269 77,269 77,269 77,269 77,269 77,269 77,269

856,117 1,066,980 854,401 856,238 847,776 846,775 851,216 854,988

73,167 62,655 62,466 62,584 62,624 62,489 62,327 62,215

94,351 293,057 94,351 94,351 94,351 94,351 94,351 94,351

16,194 16,194 16,194 16,194 16,194 16,194 16,194 16,194

672,405 695,074 681,390 683,109 674,607 673,741 678,344 682,228

510,850 533,385 528,314 495,911 492,779 483,800 480,200 487,395

22,373 18,491 15,526 13,292 11,561 10,101 8,851 7,783

22,273 18,391 15,426 13,192 11,461 10,001 8,751 7,683

100 100 100 100 100 100 100 100

1,552,021 1,781,537 1,560,922 1,528,122 1,514,797 1,503,357 1,502,948 1,512,847

259,690 50,767 260,187 280,558 290,807 295,640 295,162 289,522

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

259,690 50,767 260,187 280,558 290,807 295,640 295,162 289,522

274,747 22,513 29,701 57,259 45,066 37,706 129,868 216,390

1,645,513 1,329,667 1,364,982 1,404,962 1,580,534 1,748,641 1,887,579 1,963,396

273,599 273,599 273,599 273,599 273,599 273,599 273,599 273,599

322,727 276,875 255,170 232,572 223,286 209,957 211,024 205,898

173,350 127,498 105,793 83,195 73,909 60,580 61,647 56,521

130,415 130,415 130,415 130,415 130,415 130,415 130,415 130,415

1,564,742 1,562,628 1,561,160 1,565,542 1,569,661 1,569,047 1,568,930 1,569,397

1,564,742 1,562,628 1,561,160 1,565,542 1,569,661 1,569,047 1,568,930 1,569,397

2027年

(R9)

2028年

(R10)

2029年

(R11)

2030年

(R12)

2023年

(R5)

2024年

(R6)

2025年

(R7)

2026年

(R8)
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年　　　　　度 当年度

区　　　　　分 （ 見 込 ）

１． 0 0 0

0 0 0

２． 0 0 0

３． 0 0 0

４． 4,642 4,642 4,642

５． 0 0 0

６． 120,553 227,995 504,807

７． 0 0 0

８． 0 0 0

９． 0 0 0

(A) 125,195 232,637 509,449

(B)

(C) 125,195 232,637 509,449

1 297,056 597,344 1,029,622

11,605 11,605 11,605

2 255,699 253,551 221,477

3 0 0 0

4 0 0 0

5 0 0 0

(D) 552,755 850,895 1,251,099

(E) 427,560 618,258 741,650

1 195,459 328,666 431,724

2 220,000 259,960 266,160

3

4 12,101 29,632 43,766

(F) 427,560 618,258 741,650

0 0 0

(G)

(H) 1,792,487 1,538,936 1,317,459

○他会計繰入金

年　　　　　度 当年度

区　　　　　分 （ 見 込 ）

9,395 9,395 9,395

9,395 9,395 9,395

4,642 4,642 4,642

4,642 4,642 4,642

14,037 14,037 14,037

企 業 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 補 助 金

2021年
(R3)

2022年
(R4)

計

そ の 他

他 会 計 負 担 金

(A)のうち翌年度へ繰り越される支出の財源充当額

純 計 (A)-(B)

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 返 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

資

本

的

収

入

そ の 他

計

他 会 計 借 入 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

工 事 負 担 金

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

資

本

的

収

支

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

他 会 計 借 入 金 残 高

企 業 債 残 高

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 　    (D)-(C)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

2022年
(R4)

2021年
(R3)
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（単位：千円，税込み）

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

4,642 4,642 4,642 4,642 4,642 4,642 4,642 4,642

0 0 0 0 0 0 0 0

548,914 384,153 187,408 200,189 94,730 93,399 160,100 214,630

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

553,556 388,795 192,050 204,831 99,372 98,041 164,742 219,272

553,556 388,795 192,050 204,831 99,372 98,041 164,742 219,272

1,135,049 929,943 618,954 656,898 433,288 452,293 568,168 693,455

11,605 11,605 11,605 11,605 11,605 11,605 11,605 11,605

192,340 173,350 127,498 105,793 83,195 73,909 60,580 61,647

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

1,327,389 1,103,293 746,452 762,691 516,483 526,202 628,748 755,102

773,833 714,498 554,402 557,860 417,111 428,161 464,006 535,830

462,443 449,569 405,873 188,205 158,891 199,479 280,854 346,245

262,050 219,257 113,242 332,081 231,387 200,000 150,000 150,000

49,340 45,672 35,287 37,574 26,833 28,682 33,152 39,585

773,833 714,498 554,402 557,860 417,111 428,161 464,006 535,830

0 0 0 0 0 0 0 0

1,125,119 951,769 824,271 718,478 635,282 561,373 500,794 439,147

（単位：千円）

9,395 9,395 9,395 9,395 9,395 9,395 9,395 9,395

9,395 9,395 9,395 9,395 9,395 9,395 9,395 9,395

4,642 4,642 4,642 4,642 4,642 4,642 4,642 4,642

4,642 4,642 4,642 4,642 4,642 4,642 4,642 4,642

14,037 14,037 14,037 14,037 14,037 14,037 14,037 14,037

2030年
(R12)

2023年
(R5)

2024年
(R6)

2025年
(R7)

2026年
(R8)

2027年
(R9)

2028年
(R10)

2029年
(R11)

2029年
(R11)

2030年
(R12)

2023年
(R5)

2024年
(R6)

2025年
(R7)

2026年
(R8)

2027年
(R9)

2028年
(R10)
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１．計画の推進と点検・進捗管理の方法 

経営の健全化を図るためには、経営戦略に基づきＰＤＣＡサイクル（Plan：計画、Do：

実施、Check：検証、Action：見直し・改善）を活用し、計画の実施状況の進捗管理を毎

年度行います。 

 また、経営戦略の定期的な見直しについて 5 年毎及び社会情勢の変化に応じて適時に見

直しを行います。 

 

 

 

 

Plan

（計画策定）

Do

（実施）

Check

（検証）

Action

（見直し）



 

資料編 
 

41 
 

１．用語集 

用語名称 内容 
ページ 

番号 

公営企業 地方公共団体が住民の福祉の増進を目的として経営す

る企業。企業として合理的、能率的な経営が求められ、

租税ではなく提供するサービス等の対価である使用料

収入による独立採算による運営が求められる。 

1 

有収率 浄水処理した水量のうち料金の対象となった水量の割

合。 
6 

配水池 浄水場から送られた浄水を一時的に貯留し、需要に応

じて流出を行う施設 
7 

耐用年数 建物や機械設備などの固定資産が使用できる期間とし

て財務省令で定められている年数 
9 

有収水量 全水量のうち水道料金徴収の対象となる水量 5 

経営比較分析表 地方公営企業の経営の状況や施設の状況等の各種指標

を経年的にグラフ形式で示したもの。経年比較や他団

体との比較分析によって、経営の現状や課題を把握す

ることができる。 

14 

人口ビジョン 各地方公共団体における人口の現状を分析し、人口に

関する地域住民の認識を共有し、今後目指すべき将来

の方向と人口の将来展望を提示するもの。 

22 

減価償却費 時間の経過に合わせて老朽化していく固定資産を使用

できる期間（耐用年数）で分割した経費 
31 

収益的収支 水道事業の活動に伴って発生する収益と費用の収支状

況 
31 

資本的収支 水道施設整備の投資額と、その財源及び企業債償還金

の収支状況 
31 

PDCA サイクル 「PLAN：目標を設定」「DO：具体的に行動」 

「CHECK：途中で成果を見直し確認」「ACTION：必

要に応じて修正」以上を一連のサイクルとし継続的に

事業の改善を推進する手法 

39 
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２．給水人口と有収水量及び給水収益 
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戸
数

（
戸

）



43 

 

３．投資計画 

単
位

：
千

円
／

税
込

み

N
o
.

種
別

施
設

耐
用

年
数

予
定

事
業

計
画

元
財

源
補

助
率

事
業

費
計

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
1
2

補
助

金

自
主

財
源

7
5
,4

7
7

3
3
9
,6

4
8

補
助

金

自
主

財
源

1
3
,9

9
9

6
3
,0

0
1

補
助

金

自
主

財
源

1
1
,9

9
9

5
4
,0

0
1

補
助

金

自
主

財
源

5
5
,9

9
9

2
5
2
,0

0
1

補
助

金

自
主

財
源

8
8
0

8
,4

9
8

補
助

金

自
主

財
源

2
0
6
,9

3
0

2
0
6
,9

3
0

補
助

金

自
主

財
源

3
0
1
,8

7
1

1
5
0
,9

3
5

補
助

金

自
主

財
源

9
,2

2
9

補
助

金

自
主

財
源

2
,4

6
4

補
助

金

自
主

財
源

6
,0

7
0

補
助

金

自
主

財
源

9
6
,0

4
8

補
助

金

自
主

財
源

2
,0

9
0

2
1
,0

3
2

補
助

金

自
主

財
源

1
,2

1
0

1
1
,8

5
8

補
助

金

自
主

財
源

2
,4

6
4

補
助

金

自
主

財
源

6
,7

7
6

6
,7

7
6

補
助

金

自
主

財
源

9
,1

2
5

9
,1

2
5

補
助

金

自
主

財
源

4
,3

5
6

補
助

金

自
主

財
源

2
2
,5

2
8

補
助

金

自
主

財
源

1
,1

0
0

1
1
,0

4
2

補
助

金

自
主

財
源

5
,3

9
0

2
6
,9

5
0

2
6
,9

5
0

補
助

金

自
主

財
源

4
6
,0

9
0

3
7
5
,4

4
9

3
7
5
,4

4
9

5
2
5
,8

0
0

補
助

金

自
主

財
源

4
4
0

4
,5

9
8

補
助

金

自
主

財
源

1
4
5
,6

1
0

4
4
0

4
,5

9
8

補
助

金

自
主

財
源

1
1
,9

0
4

補
助

金

自
主

財
源

3
,4

1
0

3
4
,1

7
7

補
助

金

自
主

財
源

2
2
,5

0
5

1
5
4
,8

1
6

1
8
0
,3

7
7

1
8
9
,4

5
9

1
8
6
,7

9
7

1
0
0
,1

9
9

2
0
9
,2

5
9

繰
入

金

自
主

財
源

5
,1

0
6

5
,1

0
6

5
,1

0
6

5
,1

0
6

5
,1

0
6

5
,1

0
6

5
,1

0
6

5
,1

0
6

5
,1

0
6

5
,1

0
6

5
,1

0
6

5
,1

0
6

補
助

金

自
主

財
源

2
2
0
,0

0
0

2
2
0
,0

0
0

補
助

金

自
主

財
源

2
2
0
,0

0
0

補
助

金

自
主

財
源

補
助

金

自
主

財
源

補
助

金

自
主

財
源

2
2
0
,0

0
0

補
助

金

自
主

財
源

2
2
0
,0

0
0

0
0

1
0
7
,7

5
6

1
0
7
,7

5
6

1
0
7
,7

5
6

1
0
8
,1

0
8

1
9
6
,1

0
8

1
9
6
,1

0
8

1
9
5
,8

0
0

1
9
5
,8

0
0

1
9
5
,8

0
0

1
9
5
,8

0
0

7
,3

6
4
,1

9
3

5
1
6
,9

3
0

2
4
6
,2

1
3

5
4
3
,1

8
9

9
7
9
,5

5
7

1
,0

8
9
,8

2
6

8
8
1
,5

1
9

5
7
6
,0

3
0

6
0
1
,5

9
1

3
9
0
,3

6
5

3
8
7
,7

0
3

5
2
1
,1

0
5

6
3
0
,1

6
5

1
,6

0
6
,7

9
2

計

5
0
%

2
2
0
,0

0
0

更
新

配
水
管

4
0

配
水

管
更

新
0
%

更
新

配
水
池

2
0

電
気

・
機

械
設

備

市
単

独

5
0
%

0

更
新

配
水
池

2
0

電
気

・
機

械
設

備
5
0
%

2
2
0
,0

0
0

耐
震

化
送
水
管

4
0

送
水

管
耐

震
補

強

新
設

5
0
%

2
2
0
,0

0
0

耐
震

化
導
水
管

4
0

導
水

管
耐

震
補

強
5
0
%

0

更
新

浄
水
場

2
0

中
央

監
視

装
置

5
0
%

4
4
0
,0

0
0

1
0
0
%

6
1
,2

7
2

耐
震

化
配
水
管

4
0

配
水

管
更

新
（

耐
震

化
）

耐
震

化
配
水
池

6
0

伊
差

川
配

水
池

更
新

配
水
管

3
0

消
火

栓
設

置

配
水
管

4
0

道
の

駅
許

田

H
P

P
E

φ
1
0
0
　

1
3
0
0
ｍ

名
護

市
管

路
施

設
更

新
・

耐
震

化
計

画

0
%

5
,0

3
8

5
0
%

1
,3

2
2
,7

8
8

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

5
0
%

1
1
,9

0
4

5
0
%

1
5
0
,6

4
8

5
0
%

1
,0

4
3
,4

1
2

5
0
%

3
7
,5

8
7

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

新
設

配
水
管

4
0

大
中

・
県

道
名

護
伊

差
川

線

H
P

P
E

φ
1
0
0
　

3
5
0
ｍ

新
設

配
水
管

4
0

屋
部

・
勝

見
橋

　
導

水
管

移
設

工
事

D
C

IP
(N

S
)φ

3
5
0
　

1
5
9
ｍ

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

更
新

配
水
管

4
0

屋
部

・
勝

見
橋

橋
梁

添
架

D
C

IP
(G

X
)φ

2
0
0
　

1
1
0
ｍ

耐
震

化
浄
水
場

2
0

中
央

浄
水

場
　

耐
震

補
強

（
電

気
・

機
械

）

配
水
管

4
0

山
田

原
線

H
P

P
E

φ
7
5
　

3
6
0
ｍ

5
0
%

5
9
,2

9
0

5
0
%

1
2
,1

4
2

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

更
新

配
水
管

4
0

グ
ラ

ン
ド

西
線

H
P

P
E

φ
1
5
0
　

3
7
0
ｍ

耐
震

化
浄
水
場

5
0

中
央

浄
水

場
　

耐
震

補
強

（
土

木
・

建
築

）

更
新

配
水
管

4
0

県
道

1
3
号

線
（

久
辺

小
学

校
前

）

H
P

P
E

φ
1
0
0
　

4
2
0
ｍ

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

5
0
%

2
2
,5

2
8

5
0
%

2
,4

6
4

5
0
%

1
3
,0

6
8

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

5
0
%

1
8
,2

5
0

5
0
%

1
3
,5

5
2

5
0
%

4
,3

5
6

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

新
設

配
水
管

4
0

宮
里

大
南

線
・

名
護

6
9
号

線

H
P

P
E

φ
1
5
0
　

7
9
0
ｍ

新
設

配
水
管

4
0

宮
里

大
南

線
・

名
護

6
9
号

線

H
P

P
E

φ
1
0
0
　

8
8
0
ｍ

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

新
設

新
設

配
水
管

4
0

山
手

線

H
P

P
E

φ
1
0
0
　

1
6
0
ｍ

更
新

配
水
管

4
0

伊
差

川
4
号

線

H
P

P
E

φ
1
0
0
　

7
7
0
ｍ

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

5
0
%

6
,0

7
0

5
0
%

2
,4

6
4

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

新
設

配
水
管

4
0

県
道

名
護

宜
野

座
線

H
P

P
E

φ
1
0
0
　

8
0
0
ｍ

新
設

配
水
管

4
0

源
河

地
地

区
配

水
管

H
P

P
E

φ
5
0
　

2
9
7
6
ｍ

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

5
0
%

2
3
,1

2
2

5
0
%

9
6
,0

4
8

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

新
設

配
水
管

4
0

源
河

地
地

区
配

水
管

H
P

P
E

φ
7
5
　

2
6
4
ｍ

新
設

配
水
管

4
0

源
河

地
地

区
配

水
管

H
P

P
E

φ
1
0
0
　

1
6
0
ｍ

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

7

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

5
0
%

4
1
3
,8

6
0

5
0
%

9
,3

7
8

新
設

配
水
管

4
0

久
辺

地
区

配
水

本
管

D
C

IP
(G

X
)φ

2
5
0
　

1
0
0
ｍ

新
設

配
水
管

4
0

久
辺

地
区

配
水

本
管

D
C

IP
(N

S
)φ

4
5
0
　

2
1
0
0
ｍ

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

5
0
%

9
,2

2
9

5
0
%

4
5
2
,8

0
6

名
護

市
水

道
事

業
再

評
価

事
業

計
画

新
設

配
水
管

4
0

久
辺

地
区

配
水

本
管

D
C

IP
(N

S
)φ

5
0
0
　

1
8
0
0
ｍ

5
新

設
配
水
管

4
0

屋
部

・
旧

国
道

4
4
9
号

線
連

絡
管

H
P

P
E

φ
1
5
0
　

2
5
0
ｍ

63
新

設
配
水
池

5
0

久
辺

配
水

池
　

3
,0

0
0
㎥

　
電

気
室

等
建

築
工

事
名

護
市

水
道

事
業

再
評

価
事

業
計

画
6
7
%

6
6
,0

0
0

4
新

設
配
水
池

2
0

久
辺

配
水

池
　

3
,0

0
0
㎥

　
電

気
・

計
装

・
機

械
設

備
工

事
名

護
市

水
道

事
業

再
評

価
事

業
計

画
6
7
%

3
0
8
,0

0
0

1
新

設
配
水
池

6
0

久
辺

配
水

池
　

3
,0

0
0
㎥

　
建

設
工

事
名

護
市

水
道

事
業

再
評

価
事

業
計

画
6
7
%

4
1
5
,1

2
5

2
新

設
配
水
池

4
0

久
辺

配
水

池
　

3
,0

0
0
㎥

　
場

内
配

管
名

護
市

水
道

事
業

再
評

価
事

業
計

画
6
7
%

7
7
,0

0
0

8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
4

3
3

3
2

3
1

3
0



 

 

44 
 

４．貸借対照表 

単
位

：
千

円
 

Ｈ
3
1
(R

1
)

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

R
8

R
9

R
1
0

R
1
1

R
1
2

有
形

固
定

資
産

2
3
,1

5
4
,0

6
5

2
3
,4

2
2
,3

4
7

2
3
,8

7
2
,6

5
4

2
4
,3

5
6
,0

8
4

2
4
,9

1
6
,1

3
2

2
5
,0

3
5
,4

5
7

2
5
,1

2
4
,5

3
4

2
5
,2

2
6
,9

8
2

2
5
,3

0
0
,7

1
6

2
5
,3

9
3
,9

2
6

2
5
,4

8
2
,2

2
8

2
5
,5

9
4
,2

9
4

　
減

価
償

却
累

計
額

△
 1

3
,5

4
3
,3

1
1

△
 1

4
,0

5
1
,4

0
1

△
 1

4
,4

7
8
,6

8
0

△
 1

4
,5

6
3
,6

3
4

△
 1

4
,6

2
3
,9

3
2

△
 1

4
,4

6
5
,2

1
5

△
 1

4
,5

4
1
,2

7
4

△
 1

4
,5

6
4
,8

6
2

△
 1

4
,7

5
1
,1

5
6

△
 1

4
,9

3
0
,5

6
1

△
 1

5
,0

0
1
,6

2
9

△
 1

4
,9

9
4
,2

6
6

投
資

有
価

証
券

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

貸
付

金
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

現
金

預
金

1
,6

3
3
,6

5
0

1
,7

4
5
,1

3
7

1
,6

9
0
,4

0
4

1
,5

3
4
,3

4
3

1
,3

5
9
,2

1
2

1
,0

4
3
,3

6
6

1
,0

7
8
,6

8
1

1
,1

1
8
,6

6
1

1
,2

9
4
,2

3
3

1
,4

6
2
,3

4
1

1
,6

0
1
,2

7
9

1
,6

7
7
,0

9
6

未
収

金
2
7
3
,5

9
9

2
7
3
,5

9
9

2
7
3
,5

9
9

2
7
3
,5

9
9

2
7
3
,5

9
9

2
7
3
,5

9
9

2
7
3
,5

9
9

2
7
3
,5

9
9

2
7
3
,5

9
9

2
7
3
,5

9
9

2
7
3
,5

9
9

2
7
3
,5

9
9

未
収

金
貸

倒
引

当
金

△
 5

1
3

△
 5

1
3

△
 5

1
3

△
 5

1
3

△
 5

1
3

△
 5

1
3

△
 5

1
3

△
 5

1
3

△
 5

1
3

△
 5

1
3

△
 5

1
3

△
 5

1
3

前
払

金
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

そ
の

他
流

動
資

産
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

貯
蔵

品
1
3
,2

1
5

1
3
,2

1
5

1
3
,2

1
5

1
3
,2

1
5

1
3
,2

1
5

1
3
,2

1
5

1
3
,2

1
5

1
3
,2

1
5

1
3
,2

1
5

1
3
,2

1
4

1
3
,2

1
4

1
3
,2

1
4

企
業

債
2
,0

4
8
,1

8
6

1
,7

9
2
,4

8
7

1
,5

3
8
,9
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５．基幹管路耐震適合率、管路経年化率、配水池耐震化率 

（１）基幹管路耐震適合率 

 

 

（２）管路経年化率 

 

 

（３）配水池耐震化率 

単位：km

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

既設基幹管路延長 132,788 134,588 136,688 136,788 136,947 136,947 136,947 136,947 136,947 136,947 136,947

新設基幹管路延長 1,800 2,100 100 159

管路延長 134,588 136,688 136,788 136,947 136,947 136,947 136,947 136,947 136,947 136,947 136,947

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

既設耐震適合管路延長 21,591 23,991 25,050 25,050 25,750 25,965 27,446 29,172 30,984 32,771 33,730

新設基幹管路延長 2,400 1,059 700

耐震化管路延長 215 1,481 1,726 1,812 1,787 959 2,002

経年管路延長 23,991 25,050 25,050 25,750 25,965 27,446 29,172 30,984 32,771 33,730 35,732

基幹管路耐震適合率

　(耐震適合基幹管路延長÷基幹管路延長)

17.83% 18.33% 18.31% 18.80% 18.96% 20.04% 21.30% 22.62% 23.93% 24.63% 26.09%

単位：km

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

既設管路延長 513,709 515,791 516,845 517,776 520,270 520,270 520,270 520,270 520,270 520,270 520,270

新設管路延長 2,082 1,054 931 2,494

管路延長 515,791 516,845 517,776 520,270 520,270 520,270 520,270 520,270 520,270 520,270 520,270

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

既設経年管路延長 113,130 118,760 123,027 128,644 144,862 163,466 167,331 180,888 185,132 187,291 193,804

経年管路延長 5,630 5,956 8,288 17,898 20,465 10,928 20,802 9,963 11,712 14,399 23,282

更新管路延長 1,689 2,670 1,680 1,861 7,063 7,245 5,719 9,553 7,886 6,138

経年管路延長 118,760 123,027 128,644 144,862 163,466 167,331 180,888 185,132 187,291 193,804 210,948

管路経年化率

　(経年管路延長÷管路延長)

23.02% 23.80% 24.85% 27.84% 31.42% 32.16% 34.77% 35.58% 36.00% 37.25% 40.55%

施設名 規模（㎥） R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

伊差川配水池 1,000 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

仲尾次配水池 450 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

二見配水池 900 ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

屋我地配水池 810 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

旭川配水池 225 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

天仁屋配水池 142 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

為又1号配水池 4,350 ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

為又２号配水池 4,350 ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高区配水池 900 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中山配水池 1,600 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

耐震規模 14,727 4,127 13,727 13,727 13,727 13,727 14,727 14,727 14,727 14,727 14,727 14,727

28% 93% 93% 93% 93% 100% 100% 100% 100% 100% 100%適合率
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